関西大学図書館長　殿
年　　　月　　　日
資　料　受　入　申　請　書　
下記資料について図書館での受入を申請いたしますので、その可否を図書委員会でご審議いただき
ますようお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	申請者
	所属


	
	氏名



記入に際しては必ず裏面の注意事項をお読みください。
	資料種別
(右のいずれかに○)
	冊子体雑誌　　電子ｼﾞｬｰﾅﾙ　　ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ　　加除式資料　　eBook　
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	書誌事項


	価格

	

	申請理由


	共同研究者・利用者層

	継続必要年数
	保存必要年数

	中止候補資料



	受付日
	受付者
	審議結果
	可決
否決（理由）
	回答日

	/
	
	
	
	/


本申請書に記入された氏名等個人情報については、資料受入に関する業務（申請者本人への事務連絡を含む）以外の目的には使用しません。
関西大学図書館

「資料受入申請書」について
図書館では雑誌等のように終期を定めず刊行を継続する資料については、一度受入を開始すれば次年度以降も自動的に更新しています。ここ数年、資料は値上がりするものの図書費の増額は認められない状況であり、雑誌等を新規に追加するには単行書の予算逼迫を覚悟せざるをえません。また書庫狭隘化も喫緊の問題です。
したがいまして継続性のある資料については図書委員会で慎重にその受入可否を審議しています。以下の諸注意をお読みのうえ可能な限り詳細を記入してください。
申請書記入上の注意

・審議対象となる資料は終期を定めず継続性のあるものです。逐次刊行物（冊子体雑誌、電子ジャーナル）、データベース、加除式資料が該当します。たとえば本体に対する支払いのみのeBookは対象になりませんが、別途使用料が毎年発生する場合は本申請書を提出してください。
・雑誌のバックナンバー（復刻版を含む）については、平成27年10月から図書と同じ扱いに変更いたしましたので「購入希望図書申込書」もしくはオンラインサービスから「図書の購入希望」としてお申込みください。なお、販売価格が50万円以上の場合は併せて「高額資料購入申込書」も必要です。
・書誌事項の詳細や契約条件等が記載されたカタログ等がありましたら添付してください。
・学内での重複所蔵となる場合は原則お受けできません。
・個人での利用の場合は個人研究費等で調達願います。図書館では幅広い大学構成員への公益を優先します。共同研究者名等を記入いただきますと審議での参考にいたします。
・予測できる場合は継続必要年数を記入してください。また継続の必要性がなくなった際には必ずその旨図書館へ連絡してください。
・予算・スペースの有効活用の観点から、現在継続中のもので中止可能な資料も併せて記入してください。中止候補資料とし審議いたします。
・申請書は図書館ウェブサイトからダウンロードできます。図書館事務室へ提出（メールでも可ku-library@ml.kandai.jp）してください。前年5月から翌4月までの受付分を6月の図書委員会で審議します。受入可否の結果は学内便にてお知らせします。
・その他ご不明の点は所属学部図書委員にお尋ねください。
以　上
